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銀河団はダークマターを主成分とする自己重力系として最大の天体である。その正確な質量構造の測定は宇宙
の構造形成の理解に不可欠であり、XRISM計画の主要テーマの一つでもある。多くの場合、ガスの熱的圧力が重
力との釣り合いを支えていると仮定してきたが、数値シミュレーションや過去の観測からガス運動に起因する非
熱的圧力が数 10%程度寄与している可能性が指摘されている。非熱的圧力を数%の精度で制限をつけるには、鉄
輝線の精密分光による乱流・バルク運動の検出が最も直接的である。
我々は、近傍宇宙で最も緩和の進んだ銀河団といわれるA2029 (z = 0.077) に注目し、XRISM PV期において

観測を行った。Resolve検出器の３ポインティングによって、コアの外側 (半径 R2500 ∼ 0.6 Mpc)までカバーす
る計画である。これまでに、中心およびその北側のX線スペクトルから、強いHe-like, H-like鉄輝線を検出した。
また観測データは乱流を加味した熱的放射モデルによってよく再現でき、望遠鏡の PSF効果を考慮したフィット
から乱流速度およびバルク速度を決定した。この結果は、中心領域における乱流圧力の寄与は小さい (数%程度)
ことを示唆する。本講演では、A2029の初期観測成果を報告し、ガスの性質について議論を行う。


